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３ 選定種の解説 

（１）淡水魚類 

 



コイ目　コイ科
新潟県カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類

キタノアカヒレタビラ
Acheilognathus tabira tohokuensis  Arai,
Fujikawa and Nagata

環境省カテゴリー 絶滅危惧ⅠＢ類

【選定理由】　減少、環境悪化、希少、分布限界

【形態と近似種】　全長約7㎝。タナゴ類の中では体高は低く、側線は完全で尾柄部まで達する。体側縦帯の前端は腹鰭基部
よりも後ろに位置し、背鰭に黒斑はない。雄の臀鰭外縁は赤色を呈する。雌は、イシガイやタガイ等のイシガイ科の淡水性二
枚貝内に産卵する。

【生息を脅かしている原因】　河川の改変、農地の改変、移入種の侵入

【特記事項】　従来、タビラとされていたものは、分布域の異なる５つの亜種
に分けられた（Arai et al. 2007）。

スズキ目　ハゼ科

【生息を脅かしている原因】　水湿地の減少、河川の改変、農地の改変、移入種の
侵入

【分布の状況】　秋田県、山形県および新潟県に局所的に生息する。新潟県では、五泉市で生息確認例があるだけで、個体
数も、きわめて少ない。

【形態と近似種】　全長約7㎝。ジュズカケハゼ広域分布種と比べて、吻長や顎長が長く、両眼間隔幅が広い傾向がある。脊
椎骨数、第2背鰭軟条数、臀鰭軟条数も、やや少ない傾向にある。婚姻色が出た雌の体側の黄色横帯は、淡く、ぼやけ、第1
背鰭後半部の黒色斑は見られない。

新潟県カテゴリー 絶滅危惧Ⅰ類

環境省カテゴリー 絶滅危惧ⅠA類

【選定理由】　減少、環境悪化、希少、分布限界

Gymnogobius sp. "Chokai-endemic species"

【分布の状況】　新潟県から秋田県の日本海側の水生植物のある河川やため池、湖沼、それに接続する用水路に生息する。
新潟県内では、下越、刈羽および上越地方の平野部の一部の河川や湖沼に生息している。特に、上越地方の生息地は、ご
くわずかであり、生息地消滅の危機に瀕している。

ジ ュ ズ カ ケ ハ ゼ
鳥海山周辺固有種

【特記事項】　近年の遺伝学的研究により、その存在が明らかになった。「日本産魚
類検索　全種の同定　第三版」（中坊（編）, 2013）では1907年に本県長岡市で捕獲
された標本をもとに新種記載されたコシノハゼを同種としているが、ジュズカケハゼ
類の分類は、まだ確定していないため、向井ら（2010）に従った。
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新潟県カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類

Tribolodon brandtii brandtii  Sakai and Amanoジュウサンウグイ

ジュズカケハゼ
広 域 分 布 種

【分布の状況】　青森県奥入瀬川から富山湾にかけての本州、北海道、サハリンおよび沿海州から韓国東岸までの沿岸に分
布している。河川の感潮域や内湾に生息し、産卵期には河川の中流域まで遡上する。新潟県では、信濃川や阿賀野川など
比較的規模の大きな河川に生息している。
【生息を脅かしている原因】　河川の改変、移入種の侵入、その他

新潟県カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類

【生息を脅かしている原因】　水湿地の減少、河川の改変、農地の改変、移入種の
侵入

Gymnogobius sp. "Widely-distributed species" 環境省カテゴリー 準絶滅危惧

コイ目　コイ科

環境省カテゴリー 地域個体群

【選定理由】　減少、環境悪化

【形態と近似種】　全長約50㎝。成熟魚の体側に黒色縦帯がなく、婚姻色の朱色縦帯は頬部から尾柄部まで体側の下部を走
る。縦列鱗数は78-98、側線上方鱗数は14-20、側線下方鱗数は11-18で、これらの計数形質は太平洋岸に分布するマルタ
より多い傾向にある。

スズキ目　ハゼ科

【分布の状況】　北陸・関東以北の平野部の湖沼、その周辺の水路、河川の下流域に生息する。新潟県では、下越地方や頸
城地方の平野部に生息している。

【選定理由】　減少、環境悪化

【形態と近似種】　全長約7㎝。外部形態がビリンゴと類似するが、ジュズカケハゼには頭部感覚管とその開孔がないことで区
別される。上顎後端が目の中央下か、それより前方にある。雌は、通常第１背鰭後半に明瞭な黒色斑があり、産卵期には体
側には明瞭な鮮黄色の横帯が数本入る。

【特記事項】　佐渡島においてもジュズカケハゼの生息情報があるが、精査が必要
である。

【特記事項】　Sakai and Amano (2014)により、マルタ類は、ジュウサンウグイとマル
タの２亜種に分けられた。マルタ（Tribolodon brandtii maruta ）は、太平洋側の大船
渡湾から東京湾にかけて分布している。
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【選定理由】　減少、環境悪化

【形態と近似種】　全長約9㎝。タナゴ類の中では体高は低く、成魚の側線は完全で尾柄部まで達する。やや長い1対の口ひ
げがあり、背びれ鰭膜には紡錘形の黒色斑紋が平行に並んでいる。繁殖期の雄の体側前半部は赤みを帯び、腹面が黒くな
る。雌は、マツカサガイやイシガイなどの二枚貝内に産卵する。
【分布の状況】　本州、四国、九州北部に広く分布し、河川の中・下流の緩流域とそれに続く用水路や湖沼に生息する。新潟
県内では、上越から下越地方の平野部に生息する。

【生息を脅かしている原因】　河川の改変、農地の改変、移入種の侵入

【特記事項】

【形態と近似種】　全長約25㎝。体側にクリーム色または橙色の大きな有色斑点と、数多くの白点が存在する。頭部背面の白
点は吻端にまでは及ばない。

【選定理由】　減少、環境悪化、捕獲採取、交雑、その他

コイ目　コイ科
新潟県カテゴリー 準絶滅危惧

ヤ リ タ ナ ゴ Tanakia lanceolata  (Temminck and Schlegel) 環境省カテゴリー 準絶滅危惧

Salvelinus leucomaenis pluvius  (Hilgendorf)ニッコウイワナ

【分布の状況】　鳥取県、山梨県以北の本州各地に分布し、夏季の最高水温が15℃以下の場所に生息している。新潟県内で
は、河川の上・中流域や山間部の湖に生息している。下越地方や佐渡島の河川では、ニッコウイワナと近縁のアメマスが海
から遡上してくることがある。

【生息を脅かしている原因】  捕獲採取、河川の改変、移入種の侵入、その他

新潟県カテゴリー 準絶滅危惧

環境省カテゴリー 情報不足

サケ目　サケ科

【特記事項】　生息河川以外の個体の移植放流により、遺伝子攪乱が生じ、それぞ
れの生息地にもともと棲んでいた在来のイワナの減少を招いている。また、信濃川
水系上流の長野県では、放流されたカワマスとの交雑が確認され、北海道ではブラ
ウントラウトとの交雑によりイワナの生息数が激減した河川がある。近縁外来種の
放流には注意が必要である。
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新潟県カテゴリー 準絶滅危惧

準絶滅危惧

新潟県カテゴリー
スズキ目　カジカ科

【分布の状況】　北海道、神奈川県・山口県以北の本州および九州に分布する。サクラマスの幼魚は1から2年を河川で過ごし
て、海に降りるが、一生を淡水域で過ごす個体（ヤマメ）もいる。新潟県では、河川の上流域から中流域に生息する。

準絶滅危惧

Oncorhynchus masou masou  (Brevoort)

【生息を脅かしている原因】  捕獲採取、河川の改変、移入種の侵入

環境省カテゴリー

準絶滅危惧

【選定理由】　減少、環境悪化、捕獲採取、その他

【形態と近似種】　全長40～60㎝。体の背面に黒点が散在するが、頭部背面では小黒点がないか、あってもごくわずかであ
る。背鰭や尾鰭には黒点がなく、体側に朱点はない。幼魚の体側には、パーマークと呼ばれる小判状の斑紋がある。

【分布の状況】　本州、四国、九州北西部に分布する。純淡水性で、新潟県内では上流域～中流域の石礫底の河川に広く分
布している。

【特記事項】　生息環境の悪化や移動阻害による個体数の減少に加えて、生態的特
徴が類似した放流ニジマスとの競合や、生息河川以外のヤマメやアマゴの放流を
原因とした遺伝子攪乱も危惧されている。

【特記事項】　新潟県内では、カジカ大卵型とカジカ中卵型の２種が在来種である。
移植放流などに伴い、もともと太平洋側に生息しているカジカ小卵型が、県内の河
川に生息するようになり、在来種への影響が危惧されている。

【生息を脅かしている原因】  捕獲採取、河川の改変、移入種の侵入、その他

サ ク ラ マ ス
（ ヤ マ メ ）

サケ目　サケ科

【選定理由】　減少、環境悪化、捕獲採取、その他

【形態と近似種】　全長10～15㎝。前鰓蓋骨棘は１本で、上方に強くまがらない。体色は褐色で、腹鰭に顕著な斑紋はなく、頭
部や第１背鰭下に顕著な暗色帯はない。胸鰭軟条はすべて不分枝で12～14本。

カジカ大卵型 Cottus pollux  Günther
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【選定理由】　希少、局限孤立

【形態と近似種】　全長約8㎝。ヨシノボリ属に属し、体色は薄褐色で、頬には波状の模様がある。腹鰭の第５軟条は、最初に
２分枝する。頭部背面の鱗域は眼の後端付近に達する。

【分布の状況】　秋田県・茨城県以南に分布し、本州中部以南の河川の汽水域から下流域にかけてよくみかける。新潟県で
は、大正時代に信濃川での採捕記録があったが、近年下越地方の河川で生息が確認された。

【生息を脅かしている原因】　河川の改変

スズキ目　ハゼ科
新潟県カテゴリー 地域個体群

ゴクラクハゼ Rhinogobius giurius (Rutter) 環境省カテゴリー

【形態と近似種】　全長約7㎝。体は細く、体色は薄桃色である。眼は皮下に埋没している。臀鰭の基部は肛門のすぐ後ろに
あり、胸鰭上部に遊離軟条がない。頭部は小さく、頭長は体長の５分の１前後で、体高は体長の10分の１くらいである。

新潟県カテゴリー 地域個体群
スズキ目　ハゼ科

イドミミズハゼ Luciogobius pallidus  Regan 準絶滅危惧

【選定理由】　環境悪化、希少、局限孤立

環境省カテゴリー

【分布の状況】　西日本での採捕報告が多く、海岸・河口域の伏流水のある転石下に生息している。新潟県では、佐渡市達者
の海岸で採捕記録があるが、海岸の工事により生息地が失われ、生息状況は不明である。

【生息を脅かしている原因】　一般開発

【特記事項】

岩　船

北　蒲 下越

佐　渡

西　蒲

新　潟

中　蒲 東　蒲

上越

三　島 南　蒲

西　頚 中　頚 刈　羽 古　志

長　岡

北　魚

東　頚 中　魚 南　魚

中越

岩　船

北　蒲 下越

佐　渡

西　蒲

新　潟

中　蒲 東　蒲

上越

三　島 南　蒲

西　頚 中　頚 刈　羽 古　志

長　岡

北　魚

東　頚 中　魚 南　魚

中越

- 20 -



【選定理由】　局限孤立

【形態と近似種】　全長約17㎝。吻は長く、吻長は眼径より長い。同じような環境に生息するマハゼと似ているが、下顎が上顎
よりつきだし、体は茶褐色で後頭部背面に黒色点が散在する。

【分布の状況】　新潟県、福島県以南の河川の河口域や汽水湖に生息する。新潟県内では、佐渡島の加茂湖と流入河川の
河口部でのみ生息が知られている。

【生息を脅かしている原因】　河川の改変

スズキ目　ハゼ科
新潟県カテゴリー 地域個体群

ウ ロ ハ ゼ
Glossogobius olivaceus  (Temminck and
Schlegel)

環境省カテゴリー

地域個体群

【選定理由】　局限孤立、分布限界

【分布の状況】　新潟県、宮城県以南の河川の河口域や汽水域に生息し、有機物が堆積したような泥底を好む傾向がある。
新潟県内では、阿賀野川や鵜川の河口域で採捕記録がある。

【生息を脅かしている原因】　河川の改変

【特記事項】

【形態と近似種】　全長約5㎝。体の前半部は数条の黒褐色の横帯がある一方、体後半部から尾柄部にかけては２本の縦線
がある。尾鰭は丸く、黒色の縦線がある。第1背鰭の棘の数本が糸状に長く伸びる。

スズキ目　ハゼ科

環境省カテゴリーア ベ ハ ゼ Mugilogobius abei (Jordan and Snyder)
新潟県カテゴリー
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